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研究成果の概要（和文）：本研究では、自動車メーカー・部品サプライヤー間の取引関係の変遷を分析し、自動車部品
（モノ）の取引の面では、着実に「オープン」な関係へと変化している一方、モノを生み出すベースとしての知識のネ
ットワークの面では、かつてに比較すると「ややオープン」な関係へと変化したものの、依然として「クローズド」な
関係が続いていることを明らかにした。また、こうした取引関係のあり方と当該部品サプライヤーの事業成果や企業成
長との関係について調査・分析し、その背景にあるロジックを探った。

研究成果の概要（英文）：First, our research found that, in the Japanese automotive industry, the 
transaction pattern of components between automakers and suppliers is becoming more “open style” or 
“network style” since the 1990s, which means, Japanese automakers and their major suppliers tend to 
enlarge the scope of transaction bases. However, our research also found that Japanese automakers and 
their major suppliers were strengthening R&D-related ties, which means the business relationship between 
them are currently expanding to the earlier stages and are becoming tighter and closer with regards to 
R&D activities, at the same time.
Second, our statistical analysis found that: for a supplier, (1) strengthening ties with its main 
customer automaker, (2) enlarging the scope of transaction bases, and (3) both strengthening ties with 
its main customer automaker and enlarging the scope of transaction bases at the same time, all leads to 
performance improvement.

研究分野：経営戦略

キーワード： 自動車産業　サプライヤー　企業間関係　協業
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１．研究開始当初の背景 
申請者は、それまでの研究によって、自動

車部品サプライヤーの事業成果や企業成長

にとって、自動車メーカーとの企業関係のあ

り方はきわめて重要であり、取引関係の「深

さ」と「広さ」を両立することが、言い換え

ると、主要顧客である特定の自動車メーカー

との間で緊密な取引関係を築きつつ、それ以

外の自動車メーカーとの間にも取引関係を

拡大していくことが、自動車部品サプライヤ

ーの事業成果にプラスの影響を及ぼすこと

を明らかにしてきた（e.g.,  近能, 2002; Konno, 

2008）。 

ただし、申請者がこれまで行ってきた研究

では、いずれも一時点でのデータ（ワンショ

ットデータ）に依拠していたため、例えば「深

さ」と「広さ」のどちらか一方だけしか実現

できていない部品サプライヤーの中・長期的

な成長性はどうなるのか、あるいは「深さ」

と「広さ」の両立に至るためには最初にどち

らを優先すべきなのかといった、中・長期的

な影響や因果関係の方向性については明ら

かにできていなかった。そこで今回は、1984

年から 2008 年にかけて、およそ四半世紀に

も及ぶ長期のパネルデータを構築した上で、

定量的な分析と定性的な分析を組み合わせ

て、上記の残された課題を明らかにしたいと

考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第一に、自動車メーカ

ー・部品サプライヤー間の取引関係の変遷を、

自動車部品（モノ）の取引ネットワークと、

モノを生み出すベースとしての知識のネッ

トワークの両面から、定量的・経時的に調

査・分析することにある。第二に、こうした

自動車メーカー・部品サプライヤー間の部品

取引・知識のネットワーク構造の変遷と、当

該部品サプライヤーの事業成果や企業成長

との関係について、定量的・定性的・経時的

に調査し、その背景にあるロジックを探るこ

とにある。 
 
３．研究の方法 
第一に、㈱アイアールシー発行の『主要自

動車部品の生産流通調査』84 年～08 年版の

データ、および(社)日本自動車部品工業会の

『日本の自動車部品工業』の 1969 年版～

2009/10 年版のデータを用いて、部品取引関

係の長期的な変容と現状について定量的な

分析を行った。 

第二に、1983 年から 2009 年までに自動車

メーカーが出願した特許のデータ、同期間中

に自動車メーカーが部品サプライヤーと共

同で出願した特許のデータ、および部品サプ

ライヤーの特許数のデータをもとに、大規模

なデータベースを整備し、自動車産業におけ

る先端技術開発の動向に関する定量的な分

析を行った。 

また第三に、複数の自動車部品サプライヤ

ーに対し、自動車メーカーとの間での協業の

マネジメントのあり方について、製品開発分

野や先端技術開発分野での協業、あるいは部

品生産・納入に関わる分野での協業に焦点を

当ててインタビュー調査を行い、定性的な分

析を行った。 
 
４．研究成果 

2012年度は、まず第一に、㈱アイアールシ

ー発行の『主要自動車部品の生産流通調査』

84年版・87年版・90年版・93年版・96年版・

99年版・02年版・05年版・08年版のデータ

と、 (社)日本自動車部品工業会の『日本の自

動車部品工業』の 1969年版から 2009/10年版

のデータを用いて、自動車メーカー・部品サ

プライヤー間の部品レベルと企業レベルで

のデータベースを作成し、部品取引関係の長

期的な変容と現状について定量的な分析を

行った。 

また第二に、1983 年から 2009 年までに自

動車メーカーが出願した全ての特許データ

と、1983 年から 2009 年までに自動車部品メ



ーカーが自動車メーカーと出願した全ての

共同特許、および 1990年から 2009年までに

自動車部品メーカーが出願した特許数のデ

ータを用いて、パテント・マップ分析と社会

的ネットワーク分析の手法を組み合わせた

定量的な分析を行った。                                                                         

こうした成果は、Korea-Japan Management 

Symposium Co-sponsored by Korean Academy 

of Management & Japanese Academic 

Association for Organizational Science, 

“Co-prosperity & Co-operation between large 

and small-medium sized enterprises: Historical 

Analysis and future perspectives”、および法政

大学イノベーション・マネジメント研究セン

ターワーキングペーパーシリーズなどで公

表・報告した。 

2013年度は、前年度に引き続き定量分析を

継続して行った。その結果として、かつて「系

列」と称された日本の自動車メーカーと部品

サプライヤーの間の「緊密」で「クローズド」

な取引関係が、「モノの取引関係」の部分で

は「ややオープン」な関係へと、特に 90 年

代の半ばから 2000 年代初頭にかけて、確実

に変化してきたことが明らかになった。また、

「知の連携」の部分では、依然として「かな

りクローズド」ではあるものの、徐々にでは

あるが、（かつてに比較すると）「ややオープ

ン」な方向へと変化している兆候が見られる

ことを、目に見える形で提示することができ

た。 

こうした成果は、法政大学経営学会の研究

会で報告した。 

2014年度は、まず第一に、引き続き定量分

析を継続して行った。上述のデータセットを

もとに、部品サプライヤーが築き上げたモノ

（自動車部品）と知識のネットワークの構造

と、当該部品サプライヤーの事業成果や企業

成長との関係について、PLS回帰分析や生存

時間解析の手法を用いて定量的に検証した。

その結果、部品特性や多角化度、海外売上高

比率など、他のさまざまな要因をコントロー

ルした上で、①主要顧客である自動車メーカ

ーとの取引関係を緊密化すると、それだけ当

該サプライヤーの成果は向上する傾向が見

られ、②主要顧客以外の自動車メーカーへも

取引関係を広げるほど、それだけ当該サプラ

イヤーの成果は向上する傾向が見られ、③主

要顧客である自動車メーカーとの取引関係

を緊密化し、なおかつそれ以外の自動車メー

カーへも取引関係を広げるほど、その分だけ

さらに、当該サプライヤーの成果は向上する

傾向が見られることが明らかになった。つま

り、「知の連携」と「モノの取引関係」のネ

ットワーク構造のあり方は、両者が連動して

事業成果に影響を及ぼすことが明らかにな

ったのである。 

また第二に、2014年度は幾つかの自動車部

品サプライヤーに、主として製品開発分野や

先端技術開発分野での協業のマネジメント

の実態についてのインタビュー調査を行っ

た。その結果、「深さ」と「広さ」を両立で

きているどの自動車部品サプライヤーでも、

①歴史的には取引関係の「深さ」をさらに深

耕するステップを優先しており、長い時間を

かけて徐々に、様々なチャンスを活かしなが

ら主要顧客以外の自動車メーカーへも取引

関係を拡大していったこと、②取引関係の

「深さ」と「広さ」の両立には緊張関係があ

り、依然として微妙なバランスが必要とされ

ることが、明らかになった。 

こうした成果は、法政大学イノベーショ

ン・マネジメント研究センターワーキングペ

ーパーシリーズで公表された。2015年 5月末

現在、学術誌に投稿し公表するためにこの原

稿を加筆・修正中である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 1 件） 
① 近能善範,「ネットワーク構造とパフォー



マンス：日本自動車産業における部品取

引のネットワーク構造とサプライヤーの

パフォーマンス」, 法政大学イノベーシ

ョン・マネジメント研究センター ワーキ

ングペーパーシリーズ, No.160, 査読無, 

2014, pp. 1-57. 

② Yoshinori Konno, “Network and 

performance: Component trade network 

structures and  supplier performance in 

Japanese automotive industry”, 法政大学イ

ノベーション・マネジメント研究センタ

ー ワーキングペーパーシリーズ, No.130, 

査読無, 2012, pp. 1-53. 
 
〔学会発表〕（計 1 件） 

① Yoshinori Konno, “Changes of the 

relationship between automakers and 

component     suppliers in the Japanese 

automotive industry: Focusing on the 

advanced R&D collaboration,” Korea-Japan 

Management Symposium Co-sponsored by 

Korean Academy of Management & 

Japanese Academic Association for 

Organizational Science, “Co-prosperity & 

Co-operation between large and 

small-medium sized enterprises: Historical 

Analysis and future perspectives,” October 

27, 2014, Seoul National University, Soul, 

South Korea. 

② 近能善範,「ネットワークと企業成果：日

本自動車産業におけるモノと知識のネッ

トワークの変遷」, 2013年 10月 25日, 法

政大学（東京都千代田区）. 
 
〔図書〕（計 0 件） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 
 
○取得状況（計 0 件） 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

近能 善範（KONNO，Yoshinori） 

法政大学・経営学部・教授 

研究者番号：１０３４５２７５ 
 
 


